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巻 　 頭 　 言

軍
事
史
学
会
の
原
点
に
立
ち
返
っ
て
―
創
設
六
〇
年
―	  

庄
司
潤
一
郎

　

こ
の
三
月
、
軍
事
史
学
会
は
昭
和
四
十
年
の
創
設
か
ら
六
〇
年
を
迎
え
る
。
人
間
に
譬
え
れ
ば
、「
還
暦
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
創
設
の
趣
旨
に
は
、「
歴
史
の
進
展
は
、
人
類
の
斗
闘
の
大
な
る
影
響
を
受
け
て
お
り
、
軍
事
・
戦
争

に
関
す
る
史
的
な
研
究
を
除
い
て
は
、
歴
史
の
真
実
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
平
和
を
論

ず
る
こ
と
も
困
難
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

　

初
代
代
表（
会
長
）
と
な
っ
た
平
田
俊
春
防
衛
大
学
校
名
誉
教
授
を
は
じ
め
、
荻
野
三
七
彦
早
稲
田
大
学
教
授
、
栗
原

健
外
務
省
外
交
文
書
編
集
官
な
ど
錚
々
た
る
歴
史
家
が
理
事
に
名
を
連
ね
た
。
一
方
、
関
係
者
の
回
想
に
よ
る
と
、
創

設
当
初
よ
り
、
学
会
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
見
解
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
後
も
、
本
学
会
で
は
、
軍
事
史
学

の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
折
に
触
れ
て
学
会
誌
誌
上
に
お
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　

特
に
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
活
発
に
行
わ
れ
た
。
例
え
ば
（
掲
載
順
）、
浅
野
祐
吾
「
明
治
陸

軍
の
戦
史
研
究
に
つ
い
て
―
軍
学
共
同
研
究
の
場
を
求
め
て
―
」（
第
七
巻
第
四
号
）、
近
藤
新
治
「
戦
史
と
史
学
に
つ
い

て
―
戦
史
編
纂
官
の
立
場
か
ら
―
」（
第
八
巻
第
二
号
）、
阿
南
惟
敬
「
戦
史
学
は
あ
り
え
な
い
か
―
近
藤
論
文
を
読
ん
で

―
」（
第
九
巻
第
一
号
）、
長
嶺
秀
雄
「
戦
史
学
に
つ
い
て
―
阿
南
論
文
を
読
ん
で
―
」（
第
九
巻
第
三
号
）、
安
井
久
善

「
戦
史
学
へ
の
道
―
史
学
と
軍
事
史
と
戦
史
と
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
第
十
巻
第
四
号
）、
田
中
宏
巳
「
新
し
い
軍
事
史
学
の

構
想
に
つ
い
て
」（
第
十
三
巻
第
一
号
）、
近
藤
新
治
「
軍
事
史
学
の
曲
り
角
」（
第
十
八
巻
第
四
号
）、
浅
野
祐
吾
「
戦
史

お
ぼ
え
書（
遺
稿
）」（
同
）な
ど
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、「
軍
事
史
学
会
は
こ
れ
で
よ
い
の
か
（
対
談
：
小
林
幸
輔
・
浅
野
祐
吾
）」（
第
十
五
巻
第
一
号
）、「
軍
事
史
研
究

は
こ
れ
で
よ
い
の
か
（
座
談
会
：
池
井
優
・
桑
田
悦
・
近
藤
新
治
・
波
多
野
澄
雄
）」（
第
十
五
巻
第
四
号
）
な
ど
の
座
談
会
も
企

画
さ
れ
た
。
論
点
は
、
目
的
（
使
命
）、
方
法
論
、
体
系
、
戦
史
と
軍
事
史
の
区
分
け
、
歴
史
学
と
の
共
通
点
と
相
違
点

な
ど
多
岐
に
及
ん
だ
が
、
い
ず
れ
も
軍
事
史
学
の
あ
る
べ
き
姿
に
関
す
る
本
質
的
な
問
題
で
あ
っ
た
。

　

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
戦
史
が
実
学
で
あ
る
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
、
阿
南
氏
は
、「
学
問
は
も
と
も
と
『
迂
遠
な
途
』

な
の
で
あ
っ
て
、
戦
史
に
お
い
て
も
、
た
だ
『
役
に
立
つ
』
目
的
で
研
究
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
『
戦
史
学
』
に
な

り
得
な
い
し
、
戦
史
の
本
質
に
迫
る
こ
と
も
で
き
は
し
な
い
」
と
主
張
し
た
。

　

一
方
、
同
じ
防
衛
大
学
校
の
長
嶺
氏
は
、「
そ
も
そ
も
戦
史
は
、
役
に
立
つ
こ
と
を
狙
い
と
す
べ
き
で
あ
る
。
史
学

の
場
合
は
数
百
年
後
に
役
に
立
て
ば
良
い
と
い
う
お
考
え
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
戦
史
は
そ
う
は
行
か
な
い
の
で
あ
る
」

と
反
論
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

現
在
、
多
く
の
歴
史
学
会
に
お
い
て
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
精
緻
な
研
究
は
輩
出
す
る
も
の
の
、
拠
っ
て
立
つ

歴
史
学
の
意
味
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
本
学
会
で
も
、
大
東
亜
戦
争
を
中
心
と
す
る
近
代
日

本
軍
事
史
に
偏
重
し
て
い
る
の
で
な
い
か
と
い
っ
た
研
究
対
象
に
つ
い
て
の
議
論
は
あ
る
一
方
、
軍
事
史
学
そ
の
も
の

に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
創
設
六
〇
年
は
、
改
め
て
原
点
に
返
っ
て
軍
事
史
学
及
び
軍
事
史
学
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
軍
事
史
学
会
会
長
）


